
 

 

 

 

 

 

 今月の研究会は、７月のゲスト講座「アナリーゼに繋がる楽典の指導法」第２回目。塚原利理先生にお越しいただき、バス

ティンベーシックスシリーズ２のセオリーから「セオリーは音楽文法」と言うテーマでお話いただきました。 

 

 

★ 教育とは言葉を理解できること。 

教育と言う視点から見ると「あらゆる言葉を理解できるようにすること」が大切で、ピアノ教育の中では「音楽の言葉を理

解する＝セオリー（音楽理論）を理解する」ことを目指す必要がある。 

 

★ 良い演奏とは「音の関連性があるかないか」である。 

「動＝音がどう動いているのか？」 「色＝どんなコンストラストがあるか？」 「型＝どんな音の形なのか？」これらを理解

して演奏できれば自然と良い音楽へつながってゆく。 

 

★ 音楽を感じることはだれでもできる！ 

「感じた事を言葉で表現する」と言うことは、実はみんなできることなのです。ピアノレッスンでは、その感じたこと⇒その根

拠がわかること！！そのためにセオリーは最も大切なのです。 

 

★ ピアノレッスンにおける「基礎力」とは？ 

3 つの基礎力＝「感覚」「技術」「理論」。明るい暗いが感じられる（感覚）、タッチや手の使い方がわかる（技術）、自分で

考えて伝えられる（理論）など。これらを身に着けることが最も大切な基礎となる。 

 

★ ベーシックス２のセオリーでは、音楽で大切な「転調」の基礎を学ぶ。 

半音・全音からスケールへ～そして、和音進行（カデンツ）を学ぶことは、曲の中で起こる「転調」を決定づける要素の部

分。これらを理解することができれば、転調し曲想が変わったことが理論からも理解できるようになり、より良い演奏に繋

がる。 
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「セオリーは音楽の文法」  ゲスト講座 塚原利理先生 

 

 新しくなったセオリーには時計マークの付いた問題があります。これはセオリーの

「定着」を図ったもので、定着にはある程度の速さが求められると言う考えからきて

いるのだそうです。問題を出されて「うーん・・・」としばらく考えて出てくる答えは正解

でも定着しているとは言い難い・・・そこで時間を気にして問題に取り組むための工

夫として付け加えたのだそう。１回で終わらせず、同じ問題を計って何回も挑戦する

事にも使ってくださいと塚原先生。この他にも「教育」と「音楽」の視点から広くお話を

伺えることができました。次回の第３回目も楽しみです！ 

 

（文：横浜バスティン研究会 斎藤美帆）


